
かんきっのポット育苗に適した用土と肥料

[要約］ 型2-Lを利用した逆４堂2亘丞生産には、ｐｃソイルを用土に用いると枝
梢の伸びが良く、苗木重も重くなる。化成肥料の施用は、成分量が有機質主体肥料と
同量であれば枝梢の伸びが優れる。
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［背景・ねらい］

かんきつ苗木生産は、台木の定植、育成、接ぎ木、接ぎ木後の生育管理と同一圃場で２
カ年かかる。連年、同一圃場での苗木の生産は生育不良や土壌病害等による被害が生じや
すい。また、苗圃としては排水良好で肥沃な土壌が必要であるが、年々 確保が困難な状況
下にある。

この対策としてポットの利用が考えられるので、かんきつ苗木生産でのポット利用技術
確立のため、育苗に適した用土と肥料を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

①ＵＣソイルを用土に使用するとカラタチ台木の肥大が良く、接ぎ木後の苗木の枝梢の伸
び、全体重が増加する（表１）。

②角ポットは丸ポットに比べ、新梢伸長量が劣るものの、苗木全体重の中で台木部割合が
やや多くなる（表１）。

③化成肥料は有機質主体や液肥に比較して、台木の肥大に差はないものの、接ぎ木後の苗
木の枝梢の伸長や全体重は優れる（表２）。

④ポットで育成したかんきつ苗木を20kgコンテナに定植すると、露地で育成した苗に比べ
生育が優れる（データ略）。

［成果の活用面・留意点］

①ポットで育成したかんきつ苗木は、周年供給できる。

②ポット苗は定植時の根部の損傷が少ないため、早期結実が求められるコンテナ等の根域
制限栽培に良い。

③有機質主体肥料は緩効性であるため、成分量を多目に施用すれば化成肥料と同等の枝梢
伸長が図れるものと推測される。
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表１容器、用土の違いがかんきつ苗木の生育に与える影響（平成1年）
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注）①昭和63年６月、カラタチをポットに定植、翌年４月興津早生を接ぎ木した。
②ａ）のＵＣソイルは容皿比で川砂50％、ピートモス30％、パーライト２０％に配合
し過燐酸石灰等を加えた用土、配合用土は真砂土50％、興人堆肥35％、川砂１５％に
配合した用土を使用した。
③ｂ）の丸ポットは径15cm×深20cm，角ポットは辺10cm×深35cmで、いずれも容皿
は２Ｌとした。

④ｃ）は昭和63年12月に調査、。）はｃ）を６月時点の幹径を100として算出した。
ｅ）は平成１年12月に調査した。ｆ）は苗木全体里に占める皿、比とした。
⑤台木育成期の肥料は、１ポット当たり油粕５９を10月と３月に施用した。苗木育成
期は1ポット当たり硫安79、熔燐69、硫酸カリ３９を5～10月に6回分施した。

表２肥料の違いがかんきつ苗木の生育に与える影響（平成2年）
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有機質主体

化成肥料

液肥

b幹径ｃ肥大率枝梢伸長型苗木全体重ｅ台木部割合

注）①平成１年５月カラタチを丸ポットに定植、翌年４月興津早生を接ぎ木した。用土
はＵＣソイルを使用した。

②ａ）の有機質主体は油粕、骨粉、硫酸カリ、化成肥料は硫安、熔燐、硫酸カリ、
液肥はバイオヒット１，２号、硫酸カリをlOa当たり年間成分麺で台木育成期は窒
素：燐酸：カリを30ｋｇ：２７ｋｇ：２０kgに、苗木育成期は30ｋｇ：２２ｋｇ：３０kgに調整し施

駄fiま平成,年,２月に調査｡)ばb)を６月時点の幹径を,００として算出した。
。）は平成２年12月に調査した。ｅ）は苗木全体重に占める璽璽比とした。
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